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秩
父
長
瀞
の
奥
に
「
満
願
の
湯
」
と
い
う
温
泉
が
あ
る
。
登
山
の
帰
り
な
ど
に
立
ち
寄
る
湯
量
豊

富
な
日
帰
り
湯
だ
。
こ
の
秋
は
「
秩
父
三
十
四
観
音
札
所
巡
礼
」
を
満
了
し
て
、
文
字
通
り
、
満
願
・

結
願
の
湯
を
感
慨
深
く
堪
能
し
た
。 

巡
礼
を
思
い
立
っ
た
の
は
一
昨
年
の
冬
の
こ
と
。
秩
父
夜
祭
の
時
に
立
ち
寄
っ
た
寺
で
、
線
香
の

煙
に
促
さ
れ
る
よ
う
に
観
音
巡
り
を
志
し
た
。
鄙
び
た
秩
父
の
里
を
あ
ち
こ
ち
巡
り
歩
く
の
は
興
味

深
い
。
何
よ
り
も
、
観
音
堂
の
御
前
で
般
若
心
経
を
唱
え
る
の
だ
か
ら
、
亡
き
父
母
や
兄
た
ち
の
供

養
に
な
る
。
以
来
二
年
間
延
べ
十
二
日
、
西
武
・
東
武
線
と
秩
父
鉄
道
を
乗
り
分
け
、
バ
ス
の
時
刻

表
片
手
に
歩
き
回
っ
た
。 

そ
の
十
二
月
中
に
は
、
神
門
寺
、
定
林
寺
、
野
坂
寺
、
大
慈
寺
、
常
楽
寺
、
西
光
寺
、
今
宮
坊
、

慈
眼
寺
、
少
林
寺
、
龍
石
寺
、
岩
之
上
堂
、
観
音
寺
、
童
子
堂
、
音
楽
寺
、
橋
立
堂
、
大
淵
寺
、
円

融
寺
の
十
七
ヶ
寺
を
巡
る
。
市
内
の
地
元
グ
ル
メ
も
思
い
出
深
い
。
翌
年
は
、
四
萬
部
寺
、
真
福
寺
、

常
泉
寺
、
金
昌
寺
、
語
歌
堂
、
西
善
寺
、
卜
雲
寺
、
法
長
寺
、
明
智
寺
、
長
泉
院
、
久
昌
寺
、
法
泉

寺
の
十
二
ヶ
寺
。
山
沿
い
の
四
季
の
風
景
も
楽
し
ん
だ
。
残
る
の
は
交
通
不
便
な
札
所
ば
か
り
。
令

和
一
年
は
菊
水
寺
、
法
性
寺
、
観
音
院
の
三
ヶ
寺
の
み
を
、
巡
礼
マ
ッ
プ
と
首
っ
引
き
で
歩
い
た
。

翌
年
二
月
に
は
蝋
梅
香
る
法
雲
寺
で
武
甲
山
へ
の
道
筋
を
懐
か
し
ん
だ
。 

 

そ
し
て
、
迎
え
た
満
願
の
日
。
三
十
四
番
は
水
潜
寺
と
い
う
。
コ
ロ
ナ
禍
が
一
段
落
し
た
秋
日
和

を
選
び
、
秩
父
鉄
道
皆
野
駅
か
ら
バ
ス
に
乗
る
。
寺
で
満
願
の
御
朱
印
を
受
け
た
ら
、
か
ね
て
の
計

画
通
り
裏
山
に
登
る
の
だ
。
水
潜
寺
は
そ
の
名
の
通
り
水
気
が
多
く
、
背
後
の
崖
や
鍾
乳
洞
か
ら
滴

る
水
で
、
じ
っ
と
り
と
鎮
ま
っ
て
い
た
。
満
願
の
証
に
、
崖
の
岩
屋
で
身
を
清
め
、
胎
内
く
ぐ
り
を

し
て
俗
界
に
戻
る
と
い
う
禊
が
あ
る
の
だ
が
、
中
止
に
な
っ
て
い
て
意
気
消
沈
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

早
々
に
寺
の
裏
手
か
ら
登
山
を
開
始
。
秩
父
盆
地
の
望
楼
と
い
う
破
風
山(

六
二
七
㍍)

に
登
る
。

快
晴
の
頂
上
か
ら
縦
横
に
歩
き
回
っ
た
盆
地
を
一
望
す
る
と
、
や
っ
と
達
成
感
が
こ
み
あ
げ
て
き
た
。

麓
に
は
満
願
の
湯
が
待
っ
て
い
る
。
晴
れ
晴
れ
と
天
空
か
ら
下
る
道
は
さ
な
が
らV

ic
to

ry
 ro

a
d

だ
っ
た
。 

 


